
　
牡
鹿
地
区
に
あ
る
鮎
川
小
学
校
、
大

原
小
学
校
、
寄
磯
小
学
校
の
児
童
の
み

な
さ
ん
に
、
地
域
の
お
年
寄
り
に
年
賀

状
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
々
が
人
と
接
す
る

機
会
が
減
少
し
て
い
る
中
、
子
ど
も
た

ち
が
想
い
を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

　
年
賀
状
は
、
民
生
委
員
の
み
な
さ
ん

が
訪
問
し
な
が
ら
お
届
け
し
、
い
た
だ

い
た
方
か
ら
は
、「
子
ど
も
だ
づ
書
い

で
け
だ
年
賀
状
あ
り
が
で
ぇ
ご
だ
。
元

気
も
ら
っ
た
で
ば
。（
子
ど
も
た
ち
が
書

い
て
く
れ
た
、
年
賀
状
あ
り
が
た
い
で
す
。

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。）」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
80
号

●
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
年
賀
状

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

●
各
地
域
の
年
男
☆
年
女

●
各
種
受
賞
者
の
ご
紹
介

●
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

●
各
支
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
ひ
ろ
が
る
善
意
の
輪

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信

今年もお元
気で！！
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
佳
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
本
会
の
事
業
運
営
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
世
界
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
皆
様
の
日
常
生
活
も
多
大
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
に
お
い
て
も
、
地
域
福
祉
、
介
護
・
障
害
の
各
事
業
、
そ
し
て
、
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
等

生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
事
業
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
高
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
10
月
か
ら
は
新
規

感
染
者
数
が
大
幅
に
低
く
な
り
収
束
に
向
か
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い

う
変
異
株
が
流
行
し
始
め
、
引
き
続
き
の
感
染
症
対
策
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
２
年
以
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
接
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
ま

し
た
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
消
毒
の
励
行
、
そ
し
て
三
密
の
回
避
な
ど
で
き
る
こ
と
を
継
続
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
向
け
、
本
会
事
業
を
推
進
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
介
護
保
険
事
業
・
復
興
支
援
事
業
の
拠
点
で
あ
り
ま
し
た
旧
み
な
と
荘
で
す
が
、
老
朽
化

が
進
み
本
会
と
し
て
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
が
、
生
活
支
援
課
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
介

護
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
復
興
支
援
室
を
、
開
成
の
ト
ゥ
モ
ロ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
に
事
務
所
を
新
築
移
転
し
、
10
月
１
日
よ
り
、「
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
む
こ
む
」

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
り
ま
す
２
０
２
５
年
に
は
、
石
巻
市
も
少
子
超
高
齢
化
を
迎
え
、
医
療
、

介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
よ
り
一
層
高
ま
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

あ
り
、「
人
と
人
の
支
え
合
い
、
助
け
合
う
」
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が
よ
り
重
要
で
あ

り
ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
、
町
内
会
や
行
政
区
長
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
、
石
巻
市
と
共
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人 

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
林
　
　
　
久
　
善

　
一
日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
笑

顔
で
元
気
よ
く
、
健
康
に
気
を
付
け
て

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
国
語
と
算
数
の
勉
強
を
、

中
学
校
で
は
剣
道
の
部
活
動
を
一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
、
夫
婦
と
も
に

元
気
で
百
歳
ま
で
長
生
き
し
た
い
で
す
。

　
年
男
同
士
、
ふ
た
り
で
力
を
合
わ
せ

て
よ
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
運
動
不
足
な
の
で
、
今
年
は
、

松
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
虎
の
衣
装
を
着

て
出
場
し
、虎
の
様
に
駆
け
巡
り
た
い
で
す
。

　
継
寅
の
挑
戦
と
し
て
、
新
聞
雑
誌
等

に
川
柳
俳
句
短
歌
他
七
三
四
編（
昨
年
）

を
超
え
る
よ
う
一
年
か
け
応
募
す
る
。

　
四
月
か
ら
中
学
生
に
な
る
の
で
、
勉

強
や
部
活
を
頑
張
り
た
い
で
す
。
部
活

は
野
球
部
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

雄
勝
地
区

阿
部 

貴
之
さ
ん

牡
鹿
地
区

渥
美 

真
帆
さ
ん

河
北
地
区

齋
藤 

　
信
さ
ん

北
上
地
区

青
山 

喜
信
さ
ん

石
巻
地
区

山
内 

京
明
さ
ん

山
内 

　
明
さ
ん

桃
生
地
区

佐
藤 

俊
幸
さ
ん

河
南
地
区

今
野 

圭
音
さ
ん

各
地
域
の

年
男
　
年
女

挑
戦
し
た
い
こ
と
は
？

いしのまき社協だより 2



令
和
３
年
秋
の
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

〇
社
会
福
祉
功
労
者
・
更
生
保
護
功
労
者

・
境　
　
　
政　
幸
（
石
巻
）

第
90
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員

・
髙　
橋　
博　
美
（
石
巻
）

・
藤　
井　
　
　
平
（
石
巻
）

・
福　
原　
ゆ
う
子
（
石
巻
）

・
平　
塚　
け
い
子
（
石
巻
）

・
津　
田　
孝　
子
（
住
吉
）

・
髙　
松　
榮　
子
（
住
吉
）

・
堀　
川　
桂　
子
（
住
吉
）

・
相　
澤　
利
喜
子
（
住
吉
）

・
阿　
部　
智　
子
（
住
吉
）

・
千　
葉　
信　
男
（
門
脇
）

・
後　
藤　
よ
し
子
（
山
下
）

・
大　
嶋　
美
枝
子
（
山
下
）

・
髙　
橋　
　
　
捷
（
山
下
）

・
山　
田　
清　
隆
（
蛇
田
）

・
大　
山　
は
つ
代
（
荻
浜
）

・
佐　
藤　
美
佐
子
（
渡
波
）

・
阿　
部　
美　
穂
（
渡
波
）

・
城　
間　
け
い
子
（
渡
波
）

・
大　
坪　
俊　
男
（
釜
・
大
街
道
）

・
庄　
司　
典　
子
（
河
北
）

・
山　
内　
榮　
子
（
河
北
）

・
日　
野　
ゆ
う
子
（
河
北
）

・
今　
野　
き
え
子
（
雄
勝
）

・
岩　
渕　
愛　
子
（
河
南
）

・
横　
澤　
百
合
子
（
河
南
）

・
須　
田　
正　
美
（
桃
生
）

・
高　
橋　
照　
代
（
牡
鹿
）

第
67
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

【
宮
城
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰
】

〇
民
間
社
会
福
祉
団
体

・
ピ
ー
チ
ダ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ

〇
社
会
福
祉
事
業
篤
志
奉
仕
者

・
日　
野　
雅　
晴
（
住
吉
）

・
石
母
田　
裕　
美
（
蛇
田
）

　永年にわたり社会福祉の発展に寄与され、功績のあった市内の方々が表彰されま
した。受賞者のみなさまは下記のとおりです。この度の受賞、誠におめでとうござ
います。今年度も、新型コロナウイルスの影響で、規模を縮小しての開催となりま
した。� ※敬称略

受賞おめでとうございます

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
社
協
役
職
員
功
労
者

・
阿　
部　
光　
彦
（
釜
・
大
街
道
）

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
田　
中　
憲　
夫
（
蛇
田
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

・
佐　
藤　
鈴　
子
（
河
南
）

・
万　
代　
昭　
子
（
河
南
）

・
万　
代　
美
智
子
（
河
南
）

〇
優
良
企
業
功
労
者

・
㈱
平
塚
ア
ル
ミ
工
業

【
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

〇
篤
志
寄
付
者(

表
彰)

・
小
松
信
雄
・
行
子
（
住
吉
）

〇
奉
仕
功
労
者(

表
彰)

・
高　
橋　
靜　
子
（
石
巻
）

・
木　
村　
雅　
俊
（
石
巻
）

・
稲　
葉　
庄　
一
（
石
巻
）

・
吉　
田　
一　
男
（
石
巻
）

・
黒　
田　
　
　
敏
（
釜
・
大
街
道
）

・
安　
住　
誠　
一
（
釜
・
大
街
道
）

・
鈴　
木　
喜
美
男
（
釜
・
大
街
道
）

・
及　
川　
　
　
昇
（
釜
・
大
街
道
）

・
和　
泉　
慶　
信
（
釜
・
大
街
道
）

・
中　
里　
英　
典
（
山
の
手
）

・
櫻　
田　
誠　
子
（
山
の
手
）

・
秋　
月　
義　
友
（
山
の
手
）

・
本　
間　
英　
一
（
山
の
手
）

・
渡　
邉　
芙
智
夫
（
住
吉
）

・
阿　
部　
宏　
通
（
住
吉
）

・
山　
本　
良　
夫
（
住
吉
）

・
小　
林　
き
よ
子
（
山
下
）

・
伏　
見　
不
二
雄
（
山
下
）

・
阿　
部　
正　
敏
（
山
下
）

・
高　
橋　
勝　
亮
（
山
下
）

・
藤　
井　
　
　
廣
（
山
下
）

・
髙　
田　
一　
男
（
山
下
）

・
後　
藤　
吉　
彌
（
山
下
）

・
桂　
田　
秀　
雄
（
山
下
）

・
菊　
池　
良　
雄
（
山
下
）

・
阿　
部　
慶　
吾
（
湊
）

・
遠　
藤　
邦　
夫
（
湊
）

・
佐　
藤　
　
　
彰
（
湊
）

・
川　
並　
秀
五
郎
（
湊
）

・
本　
木　
久　
光
（
湊
）

・
菅　
原　
光　
夫
（
渡
波
）

・
高　
橋　
　
　
茂
（
渡
波
）

・
亀　
山　
輝　
雄
（
渡
波
）

・
阿　
部　
和　
夫
（
渡
波
）

・
大　
槻　
祥　
二
（
渡
波
）

・
佐
々
木　
勝　
一
（
渡
波
）

・
千　
葉　
勝　
衞
（
渡
波
）

・
早
乙
女　
正　
人
（
渡
波
）

・
西　
野　
嘉　
一
（
渡
波
）

・
平　
塚　
善　
満
（
荻
浜
）

・
豊　
島　
富
美
志
（
荻
浜
）

・
阿　
部　
長　
一
（
荻
浜
）

・
相　
澤　
榮　
治
（
荻
浜
）

・
江　
刺　
み
ゆ
き
（
荻
浜
）

・
後　
藤　
利　
信
（
荻
浜
）

・
平　
塚　
　
　
透
（
荻
浜
）

・
伊　
藤　
政　
夫
（
河
北
）

・
舘　
田　
秋　
雄
（
河
北
）

・
山　
下　
元　
三
（
河
北
）

・
梶　
原　
精　
一
（
河
北
）

・
堀　
井　
　
　
栄
（
河
北
）

・
今　
野　
和　
夫
（
河
北
）

・
髙　
橋　
忠　
之
（
河
北
）

・
山　
内　
隆　
夫
（
河
北
）

・
髙　
橋　
守　
次
（
雄
勝
）

・
阿　
部　
利　
昭
（
雄
勝
）

・
佐　
藤　
源
一
郎
（
雄
勝
）

・
佐
野
内　
利　
昭
（
雄
勝
）

・
鈴　
木　
紀　
雄
（
雄
勝
）

・
石　
垣　
芳　
温
（
河
南
）

・
櫻　
田　
一　
利
（
河
南
）

・
八　
木　
成　
一
（
河
南
）

・
渋　
谷　
和　
夫
（
河
南
）

・
岩　
倉　
憲　
雄
（
河
南
）

・
太　
田　
重　
敏
（
河
南
）

・
髙　
橋　
喜　
一
（
河
南
）

・
富　
田　
林　
成
（
河
南
）

・
長　
倉　
利　
一
（
河
南
）

・
佐　
藤　
八　
郎
（
河
南
）

・
中　
塩　
　
　
求
（
河
南
）

・
三　
浦　
　
　
功
（
河
南
）

・
鈴　
木　
俊　
雄
（
河
南
）

・
石　
森　
彦　
一
（
牡
鹿
）

・
渡　
辺　
洋　
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（
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郎
（
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光　
昭
（
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）
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員
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ポスター

中学
生の部

標　語

たくさんのご応募ありがとうございました

賞 作　　　　　　品 学校名 学年 氏　名 賞 作　　　　　　品 学校名 学年 氏　名

【中学生の部】 最優秀賞 何気ない　小さな気遣い　ありがとう 万石浦中学校 ３ 近
こんどう

藤誠
せい の すけ

之助 【小学生の部】 最優秀賞 支え合い　心つながる　地域の輪 北上小学校 ６ 遠
えんどう

藤　歩
あゆ

美
み

〃 市 長 賞 支え合う　私たちだから　できること 青葉中学校 ３ 永
ながぬま

沼　桃
もも

花
か 〃 市 長 賞 ボクの手も　小さな助けに　つながるよ 向陽小学校 ４ 秋

あき

場
ば

　一
いっ

慧
さ

〃 優 秀 賞 「手伝います」と「ありがとう」笑顔を咲かせる魔法の言葉 蛇田中学校 １ 菅
すがわら

原　優
ゆう

愛
あ 〃 優 秀 賞 見えない手　つないで歩こう　明るい未来へ 山下小学校 ３ 永

ながさわ

澤　星
せい

來
ら

〃 〃 君の１つの思いやりは誰かにとっての未来を繋ぐ 万石浦中学校 ２ 山
やまうち

内莉
り お な

音那 〃 〃 わたしのね　ちょっとの勇気　つながる力 山下小学校 ３ 勝
かつまた

又　心
う

麗
らら

〃 〃 バリアフリー　１つに繋げる　道も心も 万石浦中学校 ３ 佐
さ  と う

藤　妃
ひ

夏
な 〃 〃 助け合い　ぼくの一歩で　つながる輪 開北小学校 ５ 津

つ

田
だ

　諺
げんない

乃

青葉中学校２年　佐
さ さ き

々木恋
こ う み

海

青葉中学校２年　赤
あかさか

坂せりな 蛇田中学校１年　菅
すがわら

原 優
ゆう

愛
あ

山下中学校３年　猪
いのまた

股 郁
あや

花
か

　蛇田中学校３年　阿
あ

部
べ

 珠
しゅ

奈
な

市
長
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞
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せい
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ら
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内莉
り お な

音那 〃 〃 わたしのね　ちょっとの勇気　つながる力 山下小学校 ３ 勝
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う

麗
らら

〃 〃 バリアフリー　１つに繋げる　道も心も 万石浦中学校 ３ 佐
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 永
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地
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海
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市
長
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最
優
秀
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優
秀
賞

※�入賞作品については石巻市社協
HPでもご覧になることができ
ます。

URL:http://www.ishinomaki-shakyo.or.jp/
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愛情こもった
　芋煮やおにぎり！！

た

くさ
ん回って

楽しいね

♪
指は、ここを通してみてね

かしわホームの仲間と一緒に梱包中

畳の上でも輪投げゲーム

どこにつけようかな？

キャプション

子どもたちと地域の方 と々の交流地域“なんじょっしゃ～”
訪問実施！寺崎下地区「たのしみ会」

「美味しくなぁれ～♪」

　11月27日（土）、北上小学校を会場に、北上地区民生委員児童委員協議
会主催の「第７回北上こども友遊村」が開催されました。２年ぶりの開催
とあって、コロナ禍で子どもたちが来てくれるだろうかと不安もありまし

　旧桑浜小学校を改修した複合体験施設を拠点として活動する「MORIUMIUS」
のみなさんが、朝晩の冷え込みが厳しくなった11月中旬、施設内に近隣の住民
さんをお呼びし芋煮会を開催されました。
　新型コロナウイルス感染予防のため、小規模での実施だったそうですが、集
まった住民さんは丹精込めて調理された美味しい芋煮、新米のおにぎりに舌鼓
を打ちながら、会場が地域の子どもたちが通った学校だったこともあり、昔話

　11月24日（水）、鮎川婦人会では、情
報交流館「わいわい広場フラット」を
会場に開催しているサロンで、クリス
マスリース作りに取り組みました。
　参加したみなさんは、自然の素材を
使用し、思い思いのデザインを凝らし
ながら協力して作りました。

～みんなで寄さってあったかく～

手作りリースで
　　メリークリスマス

たが、当日は多くの子どもたちがお友達
を誘い合って遊びにきてくれました。
　親子で一緒に作った風車を回したり、
竹とんぼや紙飛行機を飛ばしたり、あや
とりをする楽しそうな姿が多く見られ、
100人以上のみなさんに参加いただき、
楽しい世代間交流の機会となりました。

創作活動は、指先を使ったりデザイン
を考えたりすることで、脳の活性化に
もつながります。

　ヨーロッパでは、リースには魔除けや浄化といった意味があると言
われることから、できあがったリースをサロンの会場に飾ったほか、
子育て支援センターや、放課後児童クラブにもプレゼントしました。

に花を咲かせ
ておりました。
　参加された
方が体も心も

あったかくなれる、そんな場を作ってくださ
る「MORIUMIUS」のみなさんは、今日も雄勝
を想い、地域のなかで住民さんの身近な存在
として活動されています。

思い出話が
止まりませ

ん

　河北地区の民生
委員児童委員の協
力のもと、現在中
止となっている食
事サービス事業対
象者を中心に見守
り活動の一環とし

　たのしみ会は、平成28年11月に毎月１回集まってお茶っ
このみができるといいねと言った声から活動を始めたサロン
会で、現在11名の会員により自宅開放型で活動しています。
　「お茶っこのみが大好きで、お料理を作るのも楽しみ、食べる
のもうれしく、いつも笑顔ある和やかな集まりを続けてきまし
た。コロナ禍で集まれない時もありましたが、最近のサロン会で
は、伴奏付きで童謡や唱歌を歌うことがとても楽しいですよ。」

　12月10日（金）は「クリスマス会」を開催し、おらほのラ
ジオ体操後、お揃いの手作りのとんがり帽子を被って、輪投
げの順位でプレゼントを選び、昼食を楽しんでいました。

　湊地区にある「みらい
キッズ」では、地域の方
たちとの交流を目的に、
今年で２年目となる干し
柿作りを行いました。地
域の方たちが手際良く作
業する中、一緒にお手伝
いをする子、興味深そう

　11月５日（金）、須江小学校４年生39名を対象にキャップハンデ
ィ体験（障害のある状態の疑似体験）を行いました。
　２グループに分かれ、それぞれ下肢障害の体験
（車椅子を使用）と視覚障害の体験（白杖を使用）を
２人１組で行いました。
《子どもの感想》
・障害のある人の気持ちを知ることができました。
・白杖体験は、周りが見えず不安で怖かったけど、
パートナーの優しい声がけで安心することがで
きました。

・ユニバーサルデザインがあることを知りました。
　体の不自由な方の疑似体験をとおし、相手の気持ちを考え、思
いやりの気持ちを持った行動について学びました。そして、一人
ひとり「福祉」について何かを感じてくれたようでした。

木のおへや みらいキッズ
思いやりの気持ちを育む
キャップハンディ体験学習

ゆっくり、
　慎重に

坂道は重くてたいへん！

上手く
できましたね

お礼のお手紙

ありがとう！

サロンの紹介

プレゼントは

     何かなぁ♪

にじっと見ている子、みんなで
ワイワイ楽しく干し柿作りを行

うことができました。
　最後にみんな
で「美味しくな
ぁれ～♪美味し
くなぁれ～♪」
と魔法をかけて、
美味しい干し柿
ができあがるの
を心待ちにする
のでした。

こいなぐ作んだよ

  美味しくなぁれ～♪

モリウミアス

モリウミアス

て、地域 “なんじょっしゃ～” 訪問を実施しました。
コロナ禍ということで、お弁当の代わりにメッセー
ジカードを添えたお菓子の詰め合わせをお配りし、
声掛けをしながら地区を巡回しました。同じ地区内

でもなかなか会えな
いこの状況なので、
お互い顔を合わせて
お話しするいい機会
となったようです。
　今後もコロナ禍で
もできることを模索
し、地域の見守り活
動を進めていきます。馬鞍地区

と代表の西條さんが話
してくれました。

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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美味しい干し柿
ができあがるの
を心待ちにする
のでした。

こいなぐ作んだよ

  美味しくなぁれ～♪

モリウミアス

モリウミアス

て、地域 “なんじょっしゃ～” 訪問を実施しました。
コロナ禍ということで、お弁当の代わりにメッセー
ジカードを添えたお菓子の詰め合わせをお配りし、
声掛けをしながら地区を巡回しました。同じ地区内

でもなかなか会えな
いこの状況なので、
お互い顔を合わせて
お話しするいい機会
となったようです。
　今後もコロナ禍で
もできることを模索
し、地域の見守り活
動を進めていきます。馬鞍地区

と代表の西條さんが話
してくれました。

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
いしのまき社協だより 6



編 集 後 記
　あけましておめでとうございます。2022年は壬

みずのえとら

寅といい、
「陽気を孕

はら
み、春の胎動を助く」、冬が厳しいほど春の芽吹き

は生命力に溢れ、華々しく生まれる年になるということのよ
うです。コロナが収束し、みなさんにとって素敵な１年とな
りますように。（青）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
３
年
10
月
１
日
～

令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で
の
受
付
分
※敬称略

●
石
巻
支
所

・
石
巻
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
五
十
嵐
守
正

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
艶
歌
歌
謡
協
会

・
上
釜
町
内
会

・
匿
名
４
件

●
生
活
支
援
課

・
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト

・
岩
井
君
代

・
匿
名
１
件

●
か
し
わ
ホ
ー
ム

・
千
葉
洋
子

・
永
沼
松
風

・
河
北
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

●
河
北
支
所

・
河
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

・
赤
間
正
勝　

・
渡
邊
仁
義

・
匿
名
１
件

●
牡
鹿
支
所

・
匿
名
１
件

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
、
寄
附
物
品
に

つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ロ
ン
助
成
等
や
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、み
な

さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎ 92 − 6733

「災害ボランティア講座」 「第4回 レクリエーション講座」
各種講座の開催案内

内　　容：非常時のニーズを知り災害に備えよう！！
講　　師：ウェザーハート災害福祉事務所

代表　千川原 公彦氏
開催日時：２月19日（土）　９時30分～11時30分
会　　場：生活支援センター「こむこむ」
　　　　　（開成1−26）
対 象 者：どなたでも
持 ち 物：筆記用具
定　　員：20名　　参 加 費：無料
申込締切：２月10日（木）

　地域のサロンやお茶会、施設などで活用できる体操を
学んでみませんか？
内　　容：レクリエーションのいろいろ 
講　　師：九州あそびの研究所　所長　中島 宏氏
開催日時：2月26日（土）　９時30分～11時00分
会　　場：マルホンまきあーとテラス２階 大研修室

（開成１－８）
対 象 者：�地域サロン実践者及びレクリエーションに関

心をお持ちの方
持 ち 物：�筆記用具、上靴、タオル、お茶など（水分補給用）
定　　員：30名  参加費：無料  申込締切：2月18日（金）

「第３回レクリエーション講座」12月18日（土）開催

各種講座の開催報告
※新型コロナウイルスの影響により、開催が中止になる場合があります。

　宮城県レクリエーション協会、
山内直子さんを講師にお招きしフ
レイル予防のレクリエーションを
学びました。
　参加者からは「身近な物を使っ
て遊べるのはとても良かった」な
どの声をいただきました。

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先
総 務 課
地 域 福 祉 課

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課
ボランティアセンター
（復興支援室）

〒986-0032  石巻市開成１−26
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

稲井中学校様

義援金受領

いしのまき社協だより 8
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